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昭和45年11月20日 町 報 ほ う じ よ う 第59号 〇
 

方城町の人口 

(11月1日現在） 

人 口 7.850 人 

男 3.797 人 

女 4. 053 人 

世帯数 2.089 戸 

発 行 所 

福岡県田川郡方城町 

印 刷 所 

佐々木印刷所 

す
 
く
 
す
 
く
 

そ
 
だ
 
つ
 

赤

ち

ゃ

ん

大

会

 

十
月
十
二
日
研
修
所
に
お
い
 

て
四
十
五
年
度
方
城
町
赤
ち
ゃ
 

ん
】
せ
い
検
診
と
赤
ん
坊
会
を
 

い
た
し
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
 

赤
ち
ゃ
ん
は
六
三
人
で
、
医
師
 

の
検
診
保
健
所
の
保
健
婦
さ
 

ん
、
町
内
の
助
産
婦
さ
ん
に
よ
 

る
身
長
、
体
重
、
胸
囲
、
頭
囲
の
 

測
定
や
育
児
の
指
導
発
育
の
相
 

談
等
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
会
 

場
で
は
お
母
さ
ん
た
ち
の
真
剣
 

な
表
情
に
反
し
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
 

は
無
心
に
、
は
し
ゃ
ぐ
、
泣
 

く
、
笑
う
等
々
わ
が
道
を
行
く
 

か
の
ご
と
く
で
、
審
査
の
先
生
 

達
も
大
分
迷
っ
て
い
た
よ
う
で
 

す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
状
況
 

標
準
等
に
よ
り
、
次
の
赤
ち
ゃ
 

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

住
所
 
赤
ち
ゃ
ん
氏
名
 

特
等
賞
東
区
 

井
出
辰
也
 

特
等
賞
中
古
門
池
永
久
美
 

】
等
賞
迫
 

香
月
利
文
 

一
等
賞
前
村
 

稲
田
律
子
 

二
等
賞
犬
星
 

尾
崎
崇
浩
 

二
等
賞
後
谷
 

尾
崎
恵
美
 

ま
す
が
、
選
ば
れ
る
こ
と
が
目
 

恵
 
的
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
赤
ち
 

ゃ
ん
が
参
加
し
検
診
や
体
位
の
 

測
定
に
よ
り
そ
の
発
育
状
況
や
 

今
後
の
育
児
の
た
め
の
指
針
に
 

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
り
 

ま
す
。
 

三
等
賞
久
六
 

久
富
竜
治
 

三
等
賞
犬
星
 

石
谷
建
作
 

三
等
賞
春
田
 

田
中
三
津
子
 

三
等
賞
山
の
手
井
垣
由
紀
 

努
力
賞
迫
 

白
石
祥
一
 

健
康
賞
平
塚
 

浜
田
和
義
 

ク
 

野
添
 

福
島
幸
治
 

ク
 

草
場
 

杉
本
新
一
 

ク
 

大
黒
 

平
島
英
治
 

ク
 

松
原
 

久
富
滋
康
 

ク
 

西
古
門
伸
村
晃
一
 

ク
 

平
塚
 

ク 

東
区
 

ク
 

新
門
 

か 

宝
珠
 

仲
島
康
子
 

茅
野
裕
子
 

榎
木
則
子
 

香
月
幸
恵
 

こ
の
会
は
毎
年
い
た
し
て
い
 

予

防

 注

射

 の
 

事

故

を

防

ご

う

 

最
近
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
、
テ
 

レ
ビ
等
で
予
防
注
射
に
関
連
し
 

た
問
題
が
し
ば
し
ば
報
道
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
予
防
注
射
 

に
よ
る
事
故
を
事
前
に
防
止
す
 

る
た
め
に
は
い
か
な
る
方
法
で
 

や
る
べ
き
か
等
が
論
議
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
町
と
し
て
も
当
然
事
 

故
防
止
に
は
万
全
を
期
す
べ
く
 

準
備
を
し
て
い
ま
す
が
、
町
民
 

各
位
が
次
の
こ
と
に
つ
い
て
充
 

分
自
覚
し
協
力
を
し
て
く
だ
さ
 

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

⑧
予
防
注
射
を
う
け
ら
れ
な
い
 

人
 

①
有
熱
患
者
、
心
臓
血
管
系
、
 

腎
臓
又
は
肝
臓
に
病
気
の
あ
る
 

人
、
糖
尿
病
患
者
、
脚
気
そ
の
 

他
医
師
が
予
防
注
射
を
し
な
い
 

方
が
よ
い
と
認
め
た
人
。
 

②
病
後
で
衰
弱
の
人
ま
た
は
栄
 

養
障
害
者
、
ァ
レ
ル
ギ
ー
体
質
 

の
人
ま
た
は
け
い
れ
ん
性
体
質
 

の
人
（
ジ
ン
マ
ジ
ン
、
端
息
、
 

ペ
ニ
シ
リ
ン
シ
ョ
 
ッ
ク
、
 
ひ
き
 

つ
け
を
お
こ
し
や
す
い
人
、
鶏
 

卵
・
鶏
肉
ァ
レ
ル
ギ
ー
の
出
や
 

す
い
人
等
）
 

③
妊
婦
と
産
婦
（
産
後
三
ケ
月
）
 

種
痘
（
ほ
う
そ
う
）
の
場
合
は
ひ
 

ろ
が
り
や
す
い
皮
膚
病
に
か
か
 

っ
て
い
る
人
や
小
児
マ
ヒ
（
生
 

ワ
ク
）
を
う
け
て
四
週
間
を
経
 

過
し
て
い
な
い
人
、
小
児
マ
ヒ
 

（
生
ワ
ク
）
の
場
合
は
別
に
下
 

痢
患
者
ま
た
は
種
痘
を
う
け
て
 

四
週
間
た
っ
て
い
な
い
人
。
 

⑥
予
防
注
射
を
う
け
る
場
合
 

①
予
防
注
射
の
前
後
は
身
体
の
 

状
態
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
。
 

②
予
防
注
射
当
日
は
午
前
・
午
 

後
に
必
ず
体
温
を
計
る
こ
と
。
 

⑧
予
防
注
射
の
当
日
は
激
し
い
 

仕
事
や
運
動
、
飲
酒
は
さ
け
る
 

こ
と
。
 

④
予
防
注
射
当
日
は
入
浴
を
さ
 

せ
な
い
こ
と
。
 

⑤
予
防
注
射
の
あ
と
軽
い
副
反
 

応
の
で
る
人
が
い
ま
す
が
だ
い
 

た
い
二
日
位
い
で
治
り
ま
す
。
 

例
え
ば
熱
が
で
る
、
赤
く
は
れ
 

る
、
発
疹
が
で
る
、
き
げ
ん
が
 

悪
い
、
注
射
の
あ
と
が
硬
く
な
 

る
、
さ
む
け
や
は
き
け
が
す
 

る
、
か
ら
だ
が
だ
る
い
、
頭
が
 

重
い
な
ど
。
 

⑥
予
防
注
射
後
異
常
な
徴
候
が
 

あ
っ
た
場
合
は
す
み
や
か
に
医
 

師
の
診
察
を
う
け
る
こ
と
。
 

⑦
子
ど
も
の
予
防
注
射
は
そ
の
 

予
防
注
射
名
と
回
数
を
よ
く
知
 

っ
て
お
く
こ
と
、
ま
た
前
回
の
 

予
防
注
射
後
の
状
態
を
き
お
く
 

し
て
い
て
下
さ
い
。
 

⑧
い
つ
も
清
潔
な
は
だ
着
を
つ
 

け
る
こ
と
。
 

⑨
乳
幼
児
や
高
令
者
で
予
防
注
 

射
を
う
け
る
際
は
必
ず
そ
の
人
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（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）
 

※
今
後
予
防
注
射
を
す
る
場
合
 
み
き
わ
め
て
い
て
く
だ
さ
い
。
 

の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ
て
い
 
は
会
場
で
う
け
る
前
に
質
間
予
 

ま
た
方
城
町
民
以
外
の
方
は
 

る
人
が
同
行
し
て
く
だ
さ
い
。
 

診
表
を
記
入
い
た
し
ま
す
の
で
 
今
後
予
防
注
射
は
一
切
い
た
し
 

他
人
に
依
頼
し
て
も
注
射
を
い
 
こ
れ
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
過
去
 
ま
せ
ん
。
 

た
し
ま
せ
ん
。
 

の
病
歴
や
現
在
の
体
の
状
態
を
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産

婦

人

 科
 
の
 
先

生

 が
 

着
 
任
 
し
 

ま
 

し
 

たプ・ 

町
立
病
院
産
婦
人
科
及
び
外
 

科
担
当
の
先
生
が
着
任
し
ま
し
 

た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

守
谷
勢
蹄
先
生
（
四
三
才
）
は
 

慶
応
大
学
医
学
部
出
身
で
、
ご
 

尊
父
の
病
院
を
手
伝
っ
て
お
ら
 

れ
ま
し
た
が
、
今
度
お
願
い
し
 

て
当
町
病
院
に
お
い
で
ね
が
っ
 

た
の
で
あ
り
ま
す
。
ご
尊
父
が
 

老
令
等
の
事
情
も
あ
り
、
週
の
 

水
曜
日
と
土
曜
日
を
除
き
勤
務
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

技
術
、
人
格
と
も
に
優
れ
た
先
 

生
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
す
 

る
と
と
も
に
み
な
さ
ま
の
ご
支
 

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
併
せ
て
病
院
の
現
在
 

の
診
療
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
 

診
療
時
間
J
午
前
九
時
か
ら
 

午
後
四
時
三
〇
分
ま
で
 

受
付
時
間
1
午
前
九
時
か
ら
 

午
前
十
一
時
三
〇
分
ま
で
 

（昭和43年）移動診療所取扱い病類別受診者 

総 

守谷勢千谷先生 

休
診
日
廿
日
曜
・
祝
祭
日
・
 

土
曜
日
は
午
後
休
診
 
た
だ
し
 

急
患
の
場
合
は
宿
、
日
直
の
先
 

生
が
お
ら
れ
ま
す
の
で
診
療
い
 

た
し
ま
す
。
 

診
療
科
目
と
担
当
医
師
 

第
一
内
科
ー
院
長
 
橋
口
敏
雄
 

産
婦
人
科
・
外
科
ー
 

医
長
 
守
谷
勢
移
 

第
二
内
科
・
小
児
科
ー
 

医
長
 
吉
永
国
満
 

入
院
可
能
ベ
ッ
ト
数
、
三
五
床
、
 

基
準
寝
具
の
貸
与
お
よ
び
給
食
 

を
い
た
し
ま
す
。
冬
期
間
は
暖
 

房
設
備
が
完
備
し
て
お
り
ま
 

す。 
着
任
の
ご
挨
拶
 

方
城
町
の
み
な
さ
ま
今
日
は
。
 

私
は
今
度
町
立
病
院
に
お
手
伝
 

に
ま
い
り
ま
し
た
守
谷
勢
裕
で
 

す
。
産
婦
人
科
、
外
科
を
担
当
す
 

る
事
に
な
り
ま
し
た
。
 
ど
う
ぞ
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
大
 

学
を
卒
業
し
ま
し
て
か
ら
、
十
 

五
年
間
ず
っ
と
産
婦
人
科
専
門
 

で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
 

純
然
た
る
、
外
科
、
整
形
外
科
方
 

面
は
専
門
医
的
技
備
は
あ
り
ま
 

せ
ん
が
、
家
業
が
外
科
で
す
の
 

で
、
一
応
の
形
通
り
の
事
は
で
き
 

ま
す
。
着
任
い
た
し
ま
し
て
か
 

ら
、
小
外
科
関
係
の
患
者
さ
ん
 

が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
み
 

な
き
ま
が
た
経
過
良
好
で
す
の
 

で
お
役
に
立
っ
て
な
に
よ
り
だ
 

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
在
 

任
中
は
、
私
の
持
て
る
微
力
を
 

つ
く
し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
す
。
 

季
節
は
秋
、
年
行
事
の
運
動
 

会
も
終
り
、
収
穫
の
農
繁
期
と
 

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
天
高
 

く
馬
肥
ゆ
る
の
時
で
す
。
従
っ
 

て
、
人
類
の
食
欲
も
大
い
に
増
 

進
す
る
時
で
す
の
で
、
食
べ
過
 

ぎ
、
飲
み
過
ぎ
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
 

注
意
さ
れ
て
、
大
腸
炎
、
盲
腸
 

炎
、
あ
る
い
は
外
傷
等
、
じ
ゅ
 

う
ぶ
ん
注
意
な
さ
る
よ
う
お
願
 

い
し
ま
す
。
朝
タ
の
冷
え
込
み
 

も
強
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
風
 

邪
、
勝
脱
炎
、
神
経
痛
に
も
ま
 

た
ご
留
意
く
だ
さ
る
よ
う
、
心
 

か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

町
立
病
院
に
ま
い
り
ま
し
て
 

素
晴
ら
し
い
こ
と
を
体
験
し
て
 

い
ま
す
。
 

そ
れ
は
、
院
長
先
生
他
、
医
 

療
業
務
に
携
わ
る
諸
兄
姉
の
か
 
任
し
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
 

た
が
た
が
、
和
気
あ
い
あ
い
、
正
 
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
 

に
家
族
的
と
思
わ
れ
る
環
境
を
 

方
城
町
の
発
展
と
住
民
の
皆
 

形
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
 
さ
ま
が
た
の
ご
健
康
を
お
祈
り
 

ま
す
。
 
こ
の
よ
う
な
病
院
に
着
 
し
ま
す
。
 

」
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三
三
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姻
 

婚
 

生
 

出
 

べ
 

調
 

亡
 

死
 

一
、
出
生
ご
出
産
お
め
で
と
 

う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

☆
四
月
出
生
者
 

中
山
千
草
 

進
 
清
一
 

原
田
章
吾
 

芳
野
裕
子
 

中
原
和
彦
 

☆
五
月
出
生
者
 

福
島
幸
治
 

高
見
隆
一
 

後
藤
義
広
 

木
森
定
美
 

榎
木
梨
江
 

☆
六
月
出
生
者
 

久
冨
滋
康
 

久
富
竜
治
 

下
門
悌
雄
 

☆
九
月
出
生
者
 

高
崎
容
江
 

仲
村
昭
人
 

松
本
さ
お
り
 

仲
村
夏
江
 

久
冨
せ
つ
子
 

榎
木
則
子
 

尾
崎
恵
美
 

田
崎
信
雄
 

村
田
淳
次
 

石
谷
美
奈
 

仲
村
恵
美
 

吉
本
 
修
 

前
田
知
己
 

宮
岡
志
緒
路
 
大
庭
裕
崇
 

☆
十
月
出
生
者
 

田
島
さ
と
み
 
松
本
清
文
 

高
崎
志
保
 

岩
本
利
江
 

原
田
 
勇
 

泉
 
孝
之
 

中
村
周
二
 

武
末
千
恵
子
 

平
嶋
英
治
 

二
、
婚
姻
ご
結
婚
お
め
で
と
 

う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

☆
四
月
婚
姻
者
 

渡
辺
静
一
 

唐
戸
冨
枝
 

尾
崎
定
夫
 

渡
辺
寿
子
 

高
崎
貞
雄
 

池
本
ト
ミ
子
 

木
村
常
弘
 

白
石
さ
な
え
 

白
石
光
雄
 

倉
石
逸
子
 

藤
好
克
弘
 

蔵
本
三
恵
子
 

末
松
征
八
郎
 

桑
野
節
子
 

☆
五
月
婚
姻
者
 

桑
野
二
一
郎
 

安
永
鈴
子
 

桑
島
 
修
 

富
田
恵
美
子
 

慶
末
輝
夫
 

香
月
マ
チ
子
 

杉
本
満
男
 

高
崎
真
智
子
 

圃
武
一
弥
 

石
井
妙
子
 

古
川
英
樹
 

小
野
依
子
 

松
島
久
志
 

上
村
妙
子
 

池
田
幸
隆
 

仲
谷
月
子
 

井
上
冨
士
男
 

大
島
道
代
 

沢
田
英
雄
 

古
賀
広
美
 

村
坂
和
夫
 

村
坂
美
枝
子
 

岡
本
政
彰
 

渡
辺
慶
子
 

ト
部
浩
一
 

桑
野
郁
代
 

松
島
 
誠
 

仲
村
節
子
 

☆
六
月
婚
姻
者
 

林
 
忠
久
 

末
国
二
三
代
 

平
井
 
博
 

篠
原
ト
ジ
子
 

山
本
俊
作
 

秋
野
定
美
 

下
門
日
出
夫
 

倉
地
幸
恵
 

☆
九
月
婚
姻
者
 

福
間
勇
一
 

山
懸
逸
子
 

桑
野
政
昭
 

香
月
絹
子
 

茂
村
俊
光
 

窪
 

サ
チ
 

れ
十
月
婚
姻
者
 

兵
頭
敦
志
 

坂
本
敏
子
 

今
浦
秀
道
 

平
川
フ
サ
子
 

桑
野
隆
文
 

椿
 
弘
子
 

仲
島
隆
夫
 

井
川
慶
子
 

倉
石
隆
則
 

村
田
あ
さ
か
 

仲
村
政
美
 

江
邑
悦
子
 

山
崎
光
徳
 

大
石
悦
子
 

田
中
元
一
一
 

岩
崎
比
差
也
 

近
藤
新
一
 

立
花
敦
子
 

宮
沢
益
夫
 

赤
木
栄
子
 

中
村
 
慶
 

永
岡
由
美
子
 

木
村
 
力
 

勝
見
靖
子
 

永
末
賢
吾
 

秋
野
順
子
 

近
藤
英
一
 

井
上
智
紗
子
 

香
月
希
男
 

柴
田
富
江
 

三
、
死
亡
謹
し
ん
で
お
く
や
 

み
申
し
上
げ
ま
す
。
 

☆
四
月
死
亡
者
 

楠
木
武
登
志
 
原
田
ョ
子
 

白
石
憲
嗣
 

畠
山
隆
詳
 

☆
五
月
死
亡
者
 

仲
山
槽
次
 

原
ロ
サ
ク
 

仲
村
治
六
 

☆
六
月
死
亡
者
 

藤
田
キ
ヌ
エ
 

田
島
桃
枝
 

蔵
本
一
一
一
 

☆
九
月
死
亡
者
 

香
月
シ
ゲ
ノ
 

桑
野
房
四
 

北
 
俊
吾
 

☆
十
月
死
亡
者
 

池
本
憲
志
郎
 

寺
本
カ
ワ
ノ
 

田
島
イ
マ
ノ
 

藤
村
照
雄
 

月
見
チ
ョ
サ
 

永
末
光
木
 

麻
生
智
子
 

池
長
ハ
ル
ノ
 

高
津
由
利
七
 

加
藤
リ
ヲ
 

岩
猿
ミ
ド
リ
 

原
田
浅
次
郎
 

林
 
吉
男
 

田
島
さ
と
み
 

吉
村
八
重
子
 

池
田
輝
夫
 

香

典

返

し

 

一
、
故
林
吉
男
殿
の
逝
去
に
よ
り
 

イ
シ
ェ
氏
か
ら
香
典
返
し
と
 

し
て
 

そ
故
田
島
イ
マ
ノ
殿
の
逝
去
に
 

よ
り
正
行
氏
か
ら
香
典
返
し
 

と
し
て
 

右
は
方
城
町
社
会
福
祉
協
議
 

会
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
 

た
以
上
香
典
返
し
と
し
て
有
意
 

義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
 

方
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
中
島
義
章
 

辺
地
の
医
療
と
栄
養
に
 

つ
 
い
 
て
 
体

験

発

表

 

辺
地
の
医
療
と
栄
養
問
題
に
 
国
食
生
活
改
善
普
及
月
間
の
行
 

つ
い
て
、
田
川
保
健
所
よ
り
約
 
事
と
し
て
、
さ
る
十
月
十
五
日
 

】
年
に
亘
り
、
上
弁
城
婦
人
会
 
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
福
岡
県
食
 

を
中
心
に
栄
養
学
級
を
開
講
し
 
生
活
改
善
大
会
に
お
い
て
発
表
 

ま
し
た
が
、
そ
の
体
験
を
同
婦
 
さ
れ
、
三
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
 

人
会
の
持
丸
テ
ル
子
氏
が
、
全
 
た。 

‘
、
‘
、
‘
、
‘
、
一
 
一
 
‘
、
‘
、
 

さ
ち
か
ぜ
栄
養
学
級
を
 

か
 
え
 
り
 
み
 
て
 

筑
豊
で
一
番
高
い
山
，
福
智
 

山
の
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
て
、
 

点
々
と
農
家
が
散
在
し
、
町
の
 

中
心
か
ら
も
遠
く
、
五
キ
ロ
も
は
 

な
れ
た
山
奥
で
、
バ
ス
も
通
わ
 

な
い
部
落
、
こ
こ
田
川
郡
方
城
 

町
上
弁
城
が
、
わ
た
く
し
た
ち
 

い
ま
す
。
 

昭
和
四
十
三
年
九
月
、
田
川
 

保
健
所
お
よ
び
、
方
城
町
の
努
 

力
に
よ
り
ま
し
て
無
医
地
区
と
 

し
て
、
移
動
診
療
の
対
象
地
区
 

に
指
定
さ
れ
、
患
者
輸
送
車
の
 

配
車
を
も
う
け
、
定
期
診
療
を
 

う
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た。 こ
の
診
療
の
結
果
，
ご
ら
ん
 

の
よ
う
に
同
じ
時
期
に
行
な
わ
 

れ
た
他
の
地
区
の
診
療
結
果
と
 

の
比
較
を
見
ま
す
と
、
高
血
圧
 

を
例
に
と
っ
て
み
ま
し
て
も
、
 

約
一
・
六
倍
も
あ
り
、
健
康
状
 

態
は
最
も
悪
い
と
い
う
こ
と
が
 

わ
か
り
ま
し
た
。
 

（
図
表
ぬ
1
 

の
暮
ら
し
て
い
る
所
で
ご
ざ
い
 
参
照
）
 

ま
す
。
山
の
斜
面
に
は
段
々
に
 

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
地
域
 

作
ら
れ
た
田
や
畑
、
村
人
は
朝
 
保
健
活
動
の
一
環
と
し
て
「
さ
 

早
く
か
ら
日
の
暮
れ
る
ま
で
野
 
ち
か
ぜ
栄
養
学
級
」
を
開
く
こ
 

良
仕
事
に
一
日
を
す
ご
し
、
保
 
と
を
保
健
所
か
ら
す
す
め
ら
れ
 

健
と
か
、
医
療
と
か
に
は
全
く
 
ま
し
た
が
、
こ
の
地
区
は
農
業
 

⑦
日
雇
労
動
に
出
て
働
く
主
婦
 

も
多
く
、
月
一
回
の
学
級
に
出
 

席
す
る
こ
と
も
困
難
で
は
な
い
 

か
と
考
え
ま
し
て
、
数
回
に
わ
 

た
り
懇
談
会
を
ひ
ら
き
、
や
っ
 

と
皆
さ
ん
の
賛
成
を
み
ま
し
て
 

昭
和
四
十
四
年
五
月
「
さ
ち
か
 

ぜ
栄
養
学
級
」
の
誕
生
を
み
ま
 

し
た
。
 

（
図
表
ぬ
2
参
照
）
 

保
健
所
の
諸
先
生
を
は
じ
め
、
 

町
役
場
、
教
育
委
員
会
の
か
た
 

が
た
が
出
席
さ
れ
て
開
講
式
が
 

あ
り
、
直
ら
に
血
液
比
重
、
血
 

色
素
、
血
液
型
、
血
圧
な
ど
の
 

検
査
と
健
康
診
断
が
あ
り
、
第
 

一
回
栄
養
学
級
の
講
座
が
始
ま
 

り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
そ
の
栄
養
学
級
一
年
 

間
の
計
画
表
で
す
。
 
バ
ラ
ン
ス
 

の
と
れ
た
献
立
に
は
じ
ま
り
、
 

六
つ
の
基
礎
食
品
に
つ
い
て
の
 

講
義
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
 

だ
ん
だ
ん
と
理
解
で
き
る
よ
う
 

恵
ま
れ
な
い
無
医
地
区
で
ご
ざ
 
の
か
た
わ
ら
、
道
路
工
事
な
ど
 
に
な
り
ま
し
た
o
 

疾 

病 

の 

な 

し 

者 

22 

9 

3 

片

及

 び
 
運
 
動
 
器
 
の
 
疾
 
患
 

1 

3 

皮
ふ
及
び
疎
性
結
合
組
織
の
疾
患
 

1 

消 

化 

器 

系 

の 

疾 

患 

10 

3 

呼
 
吸
 
器
 

系
 

の
 
疾
 
患
 

3 

左
 
の
 
う
 
ち
 
高
 
血
 
圧
 
症
 

14 

13 

循
 
環
 
器
 
系
 
の
 
疾
 
患
 

17 

16 

7 

神
経
系
及
び
感
覚
器
の
疾
患
 

7 

6 

い 

血

液

及

び

造

血

器

の

疾

患

 

2 

3 

内
分
秘
栄
養
及
び
物
質
代
謝
の
疾
患
 

6 ノ区 

真岡地区 

人 

62 1 

11ノ区 

岩屋地区 3A7 

13ノ区 

採銅所地区 3A2 1 

さちかぜ学級学習計画表 

主 題 内 容 諸検査 

開 講 式 バランスのとれた食事献立・実習 

体重・血圧 
血液比重・ 

血色案 等 

ワ」
 

炭水化物にっいて 
私たちの体と食物にっいて 

主食にっいで、夏の健康と・実習 
食1」f 

体 重 

n
。

 
たん白質にっいて たん白質の働き ・実習 . 

4
 

て
 

ュ
 

し
 

っ
 

，
】
 【．
 

分
 
ン
 

●

、

 

タ
 

脂
 
ビ
 

油の性質と上手な使い方 一． 

野菜とビタミン ”‘留 
たべもの 

診 断 

5
 

無機質にっいて 
体の調子をととのえる栄養 
素．カルシュウム源にっい・実習 

て、強化食品にてル・て 

体 重 

6
 

成人病予防 

にっいで 

成人病とは ー 

高五圧の予防と食事にっいぎ 

体重・身長 

血 圧 

7
 

栄養改善にっいて 器ニ讐慧認曇誌・実習 体 重 

8
 

終 購 式 
反 省 会 

修 了 証 警 授 与 

1 回に同じ 

食 事 

アンケート 

血液比重 こ
う
し
て
毎
月
】
回
「
さ
ち
 
の
に
つ
い
て
の
結
果
で
す
。
先
 

か
ぜ
号
」
に
よ
る
栄
養
学
級
が
 
ず
血
液
か
ら
み
た
栄
養
状
態
で
 

つ
づ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
 
は
、
血
液
比
重
な
ら
び
に
血
色
 

日
は
主
婦
た
ち
の
楽
し
い
つ
ど
 
素
と
も
点
線
が
第
一
回
目
、
直
 

い
の
日
と
な
り
、
皆
さ
ん
熱
心
 
線
が
一
年
後
の
結
果
で
す
が
、
 

に
受
講
し
、
料
理
の
試
食
に
舌
 
い
づ
れ
も
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
 

鼓
を
う
ち
な
が
ら
講
師
に
質
間
 
お
り
ま
す
。
ま
た
、
血
圧
に
お
 

し
た
り
し
て
知
識
を
高
め
て
ま
 
い
て
も
低
血
圧
（
A
）
、
高
血
圧
 

い
り
ま
し
た
。
 

（
×
）
が
目
に
み
え
て
へ
り
、
正
 

今
年
三
月
二
十
六
日
、
栄
養
 
常
な
血
圧
（
●
）
の
も
の
が
こ
の
 

学
級
ー
力
年
の
修
了
式
が
公
民
 
よ
う
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
o
 

館
で
盛
大
に
行
な
わ
れ
，
保
健
 

（
図
表
ぬ
3

・
血
4
参
照
）
こ
 

所
長
さ
ん
は
じ
め
町
役
場
の
か
 

の
栄
養
改
善
の
効
果
に
は
、
指
 

た
が
た
の
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
 
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
保
健
所
の
 

前
で
、
感
激
の
終
了
証
書
が
一
 
先
生
が
た
も
、
他
に
例
を
み
な
 

人
】
人
に
受
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

い
ほ
ど
だ
と
お
ど
ろ
か
れ
た
く
 

が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
う
れ
 
ら
い
で
し
た
o
 

し
か
っ
た
の
は
、
こ
の
日
う
け
 

一
方
食
事
診
断
の
結
果
を
み
 

た
身
体
検
査
の
結
果
が
開
講
当
 
ま
す
と
、
図
の
よ
う
に
上
が
第
 

時
の
も
の
に
比
べ
て
栄
養
改
善
 
一
回
目
、
下
が
一
年
後
で
す
が
 

の
効
果
が
、
は
っ
き
り
と
現
わ
 
朝
、
昼
、
タ
の
三
食
と
も
こ
の
 

れ
た
こ
と
で
す
。
 

よ
う
に
よ
い
成
績
を
示
し
ま
し
 

こ
の
表
は
第
一
回
、
一
第
二
回
 
たo 

（
図
表
ぬ
5
参
照
）
 

の
検
査
を
二
回
と
も
う
け
た
も
 

始
め
は
な
に
か
と
無
理
解
な
 

血色素 
44iI. 5 1-1 、 

45年3月ノ 

8 

!

l

、
 

八
ー
‘
l
ー
ー
‘
'
 

ー 

0
 

I 0
囚
 8

 
5
 

【

‘

 

0
 

「

‘

 

にJ <b 0
 

《b 5
 

5
 

囲
 

, 

‘
●
上
 
0

にJ

(b 

'
1
,
0
5
4
 

1 
1
,
0
5
2
 

I 
l
『
0
5
0
 

1
1
'
0
4
8
 

1
1
 1
0
4
6
 

,

 

I
l
o
4
A

●・
 

態
度
だ
っ
た
主
人
や
家
族
の
も
 

の
も
、
こ
の
結
果
を
み
て
理
解
 

を
し
て
く
れ
て
、
こ
れ
で
わ
れ
 

わ
れ
の
寿
命
も
三
十
年
は
の
び
 

る
だ
ろ
う
と
喜
ん
で
も
ら
い
ま
 

し
た
。
 

「
さ
ち
か
ぜ
号
」
の
来
な
く
 

な
っ
た
現
在
も
学
級
で
の
勉
強
 

を
生
か
し
毎
日
の
食
事
に
栄
養
 

の
バ
ラ
ン
ス
と
量
を
常
に
考
 

え
、
家
族
の
健
康
を
願
っ
て
の
 

食
事
づ
く
り
を
実
行
し
て
お
り
 

ま
す
。
今
日
み
な
さ
ん
に
発
表
 

す
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
じ
ゅ
う
 

ぶ
ん
で
は
な
い
内
容
と
思
い
ま
 

す
が
、
辺
ぴ
な
山
村
の
生
活
に
 

こ
そ
栄
養
改
善
の
必
要
が
あ
る
 

こ
と
を
つ
く
づ
く
と
感
じ
た
こ
 

と
、
短
い
期
間
の
栄
養
学
級
が
 

も
た
ら
し
た
大
き
な
効
果
と
、
 

わ
た
く
し
た
ち
に
与
え
た
こ
の
 

感
動
を
是
非
知
っ
て
い
た
だ
き
 

た
く
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
 

こ
れ
か
ら
も
「
さ
ち
か
ぜ
号
」
 

県
下
各
地
で
利
用
さ
れ
活
躍
 

す
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
、
 

わ
た
く
し
の
発
表
を
お
わ
り
ま
 

す。 
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時
 

修朝 

毒昼 
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×高血圧 A 低血圧 80 
ー
和
 

ー
a
 

『
秋
季
火
災
予
防
 
の
 

運
 
動
 
実
 
施
』
 

寒
く
な
る
と
火
気
の
取
り
扱
 
の
防
止
の
た
め
、
十
一
月
二
＋
 

い
も
多
く
な
り
、
空
気
も
乾
燥
 
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
 

し
ま
す
の
で
一
年
の
う
ち
で
も
 
特
別
警
戒
を
行
な
い
ま
す
。
 

火
災
が
多
く
発
生
す
る
と
き
で
 
⑥
み
な
さ
ん
も
次
の
こ
と
が
ら
 

す。 

‘ 

， 

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
 

特
に
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た
つ
の
 
八
石
油
ス
ト
ー
ブ
V
 

て
 

●

！

‘

 

消
し
忘
れ
、
切
り
忘
れ
が
火
事
 

に
な
っ
た
例
が
多
く
み
ら
れ
ま
 

す
。
外
出
や
、
お
や
す
み
前
に
 

は
、
も
う
一
度
た
し
か
め
て
く
 

だ
さ
い
。
 

方
城
町
消
防
団
で
は
、
火
災
 

●

！

 

①
暖
房
器
具
は
燃
え
や
す
い
 

も
の
の
そ
ば
で
使
わ
な
い
で
 

く
だ
さ
い
。
 

②
器
具
の
こ
わ
れ
て
い
る
も
 

の
は
、
完
全
に
な
お
し
て
使
 

い
ま
し
ょ
う
。
 

⑧
火
を
つ
け
た
ま
ま
、
持
ち
 

運
び
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

④
給
油
は
火
を
消
し
て
か
ら
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑤
火
を
消
し
た
ら
、
完
全
に
 

消
え
た
か
ど
う
か
を
確
か
め
 

ま
し
ょ
』
つ
。
 

八
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
v
 

①
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
容
器
は
、
 

屋
外
の
直
射
日
光
の
あ
た
ら
 

な
い
風
通
し
の
よ
い
所
に
置
 

い
て
く
だ
さ
い
。
 

②
使
う
前
に
は
ガ
ス
が
も
れ
 

て
い
な
い
か
 
「
に
お
い
」
を
 

確
め
ま
し
ょ
う
。
 

③
古
い
ゴ
ム
管
で
ひ
び
割
が
 

で
き
た
も
の
は
危
険
で
す
。
 

不
良
な
ゴ
ム
管
は
、
す
ぐ
取
 

り
か
え
ま
し
ょ
う
。
 

④
外
出
、
お
や
す
み
ま
え
、
 

使
用
後
は
必
ず
元
せ
ん
を
し
 

め
ま
し
ょ
う
。
 

＠
消
火
器
具
は
、
燃
え
や
す
 

い
所
で
な
く
見
や
す
い
所
に
 

置
き
ま
し
ょ
う
。
 

⑨
子
ど
も
の
火
遊
び
は
、
や
 

め
ま
し
ょ
う
。
 

＠
風
の
強
い
日
は
、
た
き
火
 

は
危
険
で
す
。
 

＠
バ
ケ
ッ
ー
杯
の
水
の
汲
み
 

お
き
の
励
行
と
必
要
に
応
じ
 

た
消
火
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
 

・つ。 

河

川

取

締

強

化

 

河
川
の
清
潔
を
確
保
し
、
河
 
止
さ
れ
、
違
反
者
は
処
罰
さ
れ
 

川
浄
化
の
実
を
あ
げ
る
た
め
、
 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

河
川
の
取
締
り
が
強
化
さ
れ
ま
 

ま
た
、
河
川
で
汚
物
、
染
料
 

す。 

等
の
付
着
し
た
物
件
を
洗
浄
し
 

河
川
を
損
傷
し
た
り
、
河
川
 
た
り
、
河
川
に
土
石
、
竹
木
そ
 

に
土
石
、
ご
み
、
ふ
ん
尿
、
鳥
獣
 
の
他
の
物
件
を
堆
積
し
た
り
す
 

の
死
体
そ
の
他
の
汚
物
、
ま
た
 
る
場
合
は
、
許
可
を
受
け
な
け
 

は
廃
物
を
捨
て
た
り
す
る
こ
と
 
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
注
意
し
 

は
、
す
べ
て
河
川
法
に
よ
り
禁
 
て
く
だ
さ
い
。
 

河
川
へ
の
汚
水
排
出
 

に

届

出

制

実

施

 

一
級
ま
た
は
二
級
河
川
に
一
 

日
に
つ
き
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
 

以
上
の
汚
水
を
排
出
す
る
と
き
 

は
、
河
川
法
に
基
づ
く
届
出
が
 

要
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
＋
一
月
七
日
か
ら
河
 

川
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
施
 

行
さ
れ
て
、
河
川
管
理
者
が
河
 

川
の
汚
濁
状
況
を
は
握
し
、
必
 

要
に
応
じ
て
汚
濁
の
防
止
措
置
 

を
と
る
た
め
、
河
川
へ
汚
水
排
 

出
者
に
対
す
る
届
出
義
務
が
定
 

め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
 

す。 こ
の
届
出
は
、
施
行
の
日
か
 

ら
二
か
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
も
の
で
、
次
の
場
合
 

は
届
出
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
 

o
福
岡
県
公
害
防
止
条
例
 

o
水
洗
炭
業
に
関
す
る
法
律
 

o
工
場
排
水
等
の
規
制
に
関
す
 

る
法
律
鉱
山
保
安
法
 

o
採
石
法
 

o
砂
利
採
取
法
 

以
上
の
法
令
に
基
づ
く
届
出
 

等
を
し
て
い
る
場
合
 

な
お
、
届
出
の
方
法
等
詳
し
 

い
こ
と
は
各
土
木
事
務
所
に
お
 

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

●

？

，

ト

）

．

】

 

八
編
集
部
か
ら
お
わ
び
V
 

九
月
発
行
の
町
報
に
お
い
て
 

出
生
、
婚
姻
、
死
亡
調
べ
で
、
 

四
月
、
五
月
、
六
月
分
が
記
載
 

も
れ
し
た
こ
と
を
お
わ
び
し
ま
 

す。 


